
H30.8.6 復旧状況

①

②

※

H30.8.17 復旧状況 H30.8.18 開通後（広⇒郷原方面）

H30.8.18 仮復旧完成 H30.8.18 開通後（郷原⇒広方面）

仮橋のイメージ

復旧工事に際しては，通交規制等が発生するこ
とがありますので，皆さまにはご迷惑をおかけ
しますが，ご理解・ご協力の方，よろしくお願
いいたします。

　土石流は，二級峡水源地まで流れており，国
道３７５号の上段原橋が消失する重篤な損壊と
なっています。
　広島県では，仮排水，大型土嚢等の工事を進
め，8月18日13時30分に通行止めが解除されま
した。
　なお，雨量による事前規制は30mm/時間，ま
たは，100mm/24時間となっています。

(3）国道３７５号二級峡トンネル下　上段原橋

今後の予定

仮復旧した道路の下流側（二級峡水源地側）に
仮設の橋を設け，仮復旧した道路から仮設橋に
交通をシフトします。

その後，仮復旧した道路を撤去し，新しく上段
原橋を設置する予定です。

二級峡水源地

画像提供：株式会社パスコ
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上段原橋があった位置

下流側に仮橋を設置



復旧作業の進捗により１３時３０分に前倒し



 

 

一般国道 375号の交通開放の見込みについて 

～暫定的な復旧工法で，8/23交通開放～ 

 

 平成 30年７月豪雨により，広島県呉市広町の一般国道 375号において，上段原橋の

上部工が流出し，通行止めの状態が続いているところです。 

復旧に当たっては，仮橋による 12 月上旬までの交通開放を目指しておりましたが， 

昨日（８月６日），降雨時にも対応できる大口径の排水管を関東地方から調達できたこ

とにより，暫定的な復旧工法を採用することで，８月 23日（木）に２車線での交通開

放ができる見込みとなりました。 

 なお，当面は，仮復旧での交通開放となるため，降雨状況によっては交通規制を行

うことがあります。 

 

路 線 名 ： 一般国道 375号                

場   所 ： 呉市広町 

 

【被災した橋梁】 

橋 梁 名 ： 上段原橋 

（かみだんばらはし） 

橋  長 ： Ｌ＝１１．０ｍ 

幅  員 ： Ｗ＝１０．８ｍ 

       （２車線＋歩道） 
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【写真①】被災状況[H30.7.13撮影] 

下流側から上流側を臨む 

一番手前が橋梁の下部工。奥は砂防堰堤。 

【写真②】復旧状況[H30.8.6撮影] 

上流側から下流側を臨む。 

仮排水管の設置工事を行っている。 

【位置図】 

上部工の流出 

橋梁下部工 橋梁下部工 


